
権現様

ご ん げ ん

権現

さ ま

様

れっしゃ

列車が
はし

走り
だ

出して
ご ふ ん

五分も
た

経つと、それまで
いちめん

一面を
おお

覆っていた
じゅうたくがい

住宅街や、
ときどき

時々
みずか

自らの
そんざい

存在を
こ じ

誇示する
よう

様に
ほこ

誇らしげに
そび

聳えていた
こうそう

高層ビルなどの
すがた

姿も
あとかた

跡形もなく
かげ

影を
ひそ

潜め、
まど

窓

の
む

向こうは
いちめん

一面の
ちゃ

茶と
みどり

緑の
くうかん

空間と
か

化す。
せ ん ろ

線路に
そ

沿ってそこそこ
せ い び

整備された
ち い き

地域の
しゅよう

主要
どう

道が
の

伸び、
みち

道にしがみつく
よう

様にポツン、ポ

ツンとまばらに
たてもの

建物が
なら

並んでいる
い が い

以外は、
いちめん

一面を
く か く

区画
せ い り

整理された
た

田んぼと
はたけ

畑に
おお

覆い
つ

尽く

された
ふうけい

風景は、
いく

幾ら
と し ん

都心への
つうきん

通勤
けんない

圏内とは
い

言っても
かたいなか

片田舎の
いんしょう

印象が
つよ

強い。
れっしゃ

列車は
ふた

二つ、
みっ

三つとこじんまりした
つく

造りの
えきしゃ

駅舎をすり
ぬ

抜けて、
つぎ

次の
ていしゃえき

停車駅へと
さき

先を
いそ

急

ぐ。
と し ん

都心へと
む

向かう
つうきんきゃく

通勤客の
む

群れを
せ

背にして
はんたい

反対
ほうこう

方向へ
む

向かうのだから、
へいじつ

平日のラッシュ

アワーと
い

言っても
しゃない

車内は
す し ず

鮨詰め……という
ほど

程の
こんざつ

混雑にならないのは
さいわ

幸いだったが、それ

でも
つ

吊り
かわ

革に
つか

掴まる
きゃく

客の
すがた

姿が
めずら

珍しくない
て い ど

程度の
こ

混み
ぐ あ い

具合ではあった。

「はぁ～、ねむぅ……」
おれ

俺は
と ぐ ち

戸口の
わき

脇に
もた

凭れかかる
よう

様にして、ぼんやりと
まど

窓の
む

向こうに
なが

流れる
け し き

景色に
し せ ん

視線を
ただよ

漂

わせながら、
ゴールデンウィーク

G W の
やす

休み
ぐせ

癖が
いま

未だに
ぬ

抜けきらないダルさと
ね む け

眠気に
なか

半ば
せんきょ

占拠されてい

た。
しゅうきゅう

週 休
ふ つ か

二日の
し ご と

仕事ではあるが、
ふ だ ん

普段のペースとは
ちが

違って
いっしゅうかん

一週間
いじょう

以上もの
れんきゅうあ

連休明けとも

なれば、
い ち ど

一度
みだ

乱れた
せいかつ

生活のリズムも
いちにち

一日～
ふ つ か

二日ではそう
かんたん

簡単に
かいふく

回復はしない。
さら

更には、これまではどちらかといえば
あさばん

朝晩の
ひ

冷え
こ

込む
ひ

日が
め だ

目立っていたのだが、
ゴールデンウィーク

G W を
さかい

境にして
い っ き

一気に
よ う き

陽気が
おだ

穏やかになって
き

来た
よう

様な
き

気がする。

それだけに、
つね

常に
ね

寝
ぶ そ く

不足
ぎ み

気味という
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣に
な

馴らされた
からだ

体には
こた

堪えるのだ。

「ふわぁ～」
ふ い

不意に
おそ

襲い
か

掛かる
ね む け

眠気に
こう

抗し
き

切れずに、
おも

思わず
おおぐち

大口を
あ

開けて
あ く び

欠伸を
も

漏らしてしまう。
あたま

頭の
なか

中に
しろ

白い
もや

靄が
た

立ち
こ

込めた
よう

様な、あるいは
く も

蜘蛛の
いと

糸が
は

張り
めぐ

巡らされて
すべ

全ての
うご

動きが
ふう

封じられてしまった
よう

様に、
い し き

意識が
もうろう

朦朧としていた。

「
ま

間もなく○×
えき

駅に
とうちゃく

到着
いた

致します……」
てんじょう

天井から
なが

流れる
みみざわ

耳障りの
わる

悪い
しゃない

車内アナウンスに
い し き

意識を
ひ

引き
もど

戻され、もう
い ち ど

一度
かる

軽く
あ く び

欠伸

を
も

漏らしてから
ごういん

強引に
ね む け

眠気を
ふ

振り
はら

払う。
ごがつびょう

五月病とはよく
い

言ったものだ。
こ ん き

今期から
いま

今の
じぎょうしょ

事業所に
てんきん

転勤になったのだが、
いっかげつ

一ヶ月もすれば
しょくば

職場の
かんきょう

環境にも
しょくむ

職務にも
すこ

少しずつ
な

慣れてくるものだ。

そうして
あらわ

現れた
こころ

心の
すき

隙を
たく

巧みに
つ

突くようにして、
て き ど

適度に
し か ん

弛緩した
きんちょうかん

緊張感と
い

入れ
か

代わ

りに
おそ

襲い
か

掛かる
だ せ い

惰性と
まんしん

慢心の
き も

気持ちが、
おり

折からの
こ こ ち

心地よい
き こ う

気候と
あ い ま

相俟って
ね む け

眠気を
さそ

誘う
よういん

要因

になるのだろう。
れっしゃ

列車が
かす

微かな
しんどう

振動を
ともな

伴って
えきしゃ

駅舎に
すべ

滑り
こ

込むと、
おれ

俺は
め

目の
まえ

前の
とびら

扉が
あ

開け
はな

放たれるタイミ
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ングを
み は か

見計らって
あし

足を
ふ

踏み
だ

出す。

その
あと

後に
ひ

引き
つづ

続いて
お

押し
だ

出される
よう

様に
ひと

人の
なみ

波が
れっしゃ

列車の
とびら

扉から
なが

流れ
で

出るが、
おれ

俺は
は い ご

背後を
ふ

振り
かえ

返りもせず、
は い ご

背後に
わず

僅かな
ちゅうい

注意を
はら

払いもせずに
えきしゃ

駅舎の
かいだん

階段を
あ

上がる。
えき

駅
しゅうへん

周辺はいわば
い な か

田舎の
ち ほ う と し

地方都市といった
ふ ぜ い

風情を
み

見せていたが、
えき

駅から
じゅうごふんほど

十五分程
ある

歩いた
ところ

所に
しんこうこうぎょうだんち

新興工業団地が
きず

築かれていた
ため

為に、
こうぎょうだんち

工業団地
ない

内の
きぎょう

企業に
じゅうじ

従事する
つうきんきゃく

通勤客の
り よ う

利用も
おお

多

く、
ひかくてき

比較的この
じ か ん

時間の
えき

駅
こうない

構内は
こんざつ

混雑しているのだ。
おれ

俺は
いま

未だに
あたま

頭の
なか

中に
す く

巣食ったしつこい
ね む け

眠気を
ふ

振り
はら

払い
き

切れずに、どこか
しょざい

所在なくおぼ

ろげな
し せ ん

視線を
ただよ

漂わせながら、
こうぎょうだんち

工業団地の
し き ち

敷地へと
ま

真っ
す

直ぐに
つな

繋がる
いっぽん

一本
みち

道の
みぎはし

右端をトボ

トボと
ひ と り

一人
ある

歩いていた。
こうぎょうだんち

工業団地とはいっても、
もともと

元々は
いちめん

一面の
の う ち

農地だった
ば し ょ

場所が、
じ だ い

時代の
なが

流れによって
りのうしゃ

離農者が
じょじょ

徐々に
ぞ う か

増加した
えいきょう

影響で、
む し く

虫食い
あと

痕の
よう

様に
ほ う ち

放置されていた
と ち

土地を、
あら

新たな
ち い き

地域
しんこう

振興
さく

策とし

て
こうぎょうだんち

工業団地の
けんせつ

建設と
きぎょう

企業
ゆ う ち

誘致が
じ ち た い

自治体
しゅどう

主導で
せっきょくてき

積極的に
おこな

行われたものだ。

その
ため

為に、
こうぎょうだんち

工業団地の
しゅうへん

周辺には
いま

未だに
た

田んぼや
はたけ

畑といった
の う ち

農地が
いちめん

一面に
ひろ

広がってい

る。

そして、
いっぽん

一本
みち

道の
ましょうめん

真正面には、
しゅうい

周囲の
ふうけい

風景とは
い し つ

異質な
たてもの

建物の
しゅうだん

集団が
かた

固まって
た

立ち
なら

並ん

でいる。

その
たてもの

建物の
む

向こうには
さら

更にのどかな
でんえん

田園
ふうけい

風景が
ひろ

広がり、その
はる

遥か
か な た

彼方に
そび

聳える
やまやま

山々の
りょうせん

稜線が
うすあお

薄青い
もや

靄の
なか

中に
の

飲み
こ

込まれていく。

「はぁ……こんなにいい
て ん き

天気の
ひ

日に、
し ご と

仕事なんてやってられないなぁ……」

まだ
しぎょう

始業には
すこ

少し
はや

早い
じ か ん

時間ではあったが、
さまざま

様々な
じ こ

事故に
ま

巻き
こ

込まれる
かのうせい

可能性を
かんが

考え

て、
ふ だ ん

普段から
はや

早めに
しゅっきん

出勤する
よう

様に
こころが

心掛けている。

その
ぶん

分、
こうぎょうだんち

工業団地に
む

向かうこの
と ほ

徒歩の
じ か ん

時間は、
たいてい

大抵とろとろと
はる

春の
い ぶ き

息吹や
つち

土の
かお

香りを
かん

感

じ、
くさばな

草花が
おも

思い
おも

思いの
あざ

鮮やかな
はなびら

花弁で
き か ざ

着飾る
さま

様を
なが

眺める
こと

事を、
しょうしょう

少 々
たの

楽しみにしていたの

だ。
まえ

前を
い

行く
ひと

人の
かげ

影や、
ときどき

時々
うし

後ろから
とお

通り
す

過ぎる
ひと

人の
かげ

影には
いっさい

一切
とら

囚われずに、
みち

道の
しゅうい

周囲で
じ ぶ ん

自分の
そんざい

存在を
まこと

実しやかにアピールしている
し ぜ ん

自然の
い

生き
もの

物
たち

達に
し せ ん

視線を
な

投げて、つかの
ま

間の
こころ

心
み

満たされるひと
とき

時を
まんきつ

満喫していた。

そもそも、
おれ

俺がこの
じぎょうしょ

事業所への
てんぞく

転属を
き ぼ う

希望したのは、
と し ん

都心に
ちか

近いとは
い

言っても
ひかくてき

比較的
おお

多

くの
し ぜ ん

自然が
のこ

残っているこの
と ち

土地への
ひそ

密かな
き た い

期待と、
まいあさ

毎朝
まんいん

満員の
つうきん

通勤
でんしゃ

電車に
お

押し
こ

込まれる
せいかつ

生活に
た

耐えかねていた
こと

事、
ひかくてき

比較的
じ た く

自宅から
ちか

近い
き ょ り

距離にある
じぎょうしょ

事業所であり、
こんざつ

混雑する
と し ん

都心
ほうめん

方面とは
ぎゃくほうこう

逆方向への
つうきん

通勤となるので、
あさ

朝が
らく

楽になるだろう
こと

事が
み こ

見込まれたからだった。

こう
い

言ってしまうと、
しょくむ

職務
ないよう

内容そのものにはまるで
きょうみ

興味がないと
う

受け
と

取られてしまいそ

うだが、
い ぜ ん

以前の
しょくむ

職務をそのままこちらの
じぎょうしょ

事業所に
ひ

引き
つ

継げるというのも、
てんぞく

転属を
き ぼ う

希望した
おお

大きな
り ゆ う

理由の
ひと

一つだ。

しかし、
しょくば

職場は
こうぎょうだんち

工業団地
ない

内だから、
しゅうへん

周辺には
こうじょう

工場やら
そ う こ

倉庫しかなく、
こうぎょうだんち

工業団地の
し き ち

敷地

を
ぬ

抜けると
こ ん ど

今度は
いちめん

一面の
た は た

田畑……という
わけ

訳で、これまでの
よう

様に『
し ご と

仕事
がえ

帰りに
しょくば

職場の
どうりょう

同僚

と
いっぱい

一杯……』や『
かえ

帰りがけにショッピング』といった
たの

楽しみは
うば

奪われてしまった。
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まぁ、ショッピングは
しゅうまつ

週末にでも
と し ん

都心の
はんかがい

繁華街へ
で

出かければ
よう

用が
た

足りるし、
かえ

帰りがけ

に
い ざ か や

居酒屋に
た

立ち
よ

寄る
しゅうかん

習慣が
な

無くなれば、
けんこう

健康にもいいし
ふところ

懐 も
いた

痛まずに
す

済むのだ。
なに

何よりも、こちらの
じぎょうしょ

事業所に
うつ

移って
き

来てからは、
ほとん

殆どストレスが
た

溜まる
よう

様な
じ た い

事態を
けいけん

経験しなくなった。

それによって、
じつ

実は
あさ

朝のラッシュアワーで
まいにち

毎日
ひと

人の
なみ

波に
も

揉まれる
せいかつ

生活が、
い か

如何に
じ ぶ ん

自分に

とって
せいしん

精神
てき

的なストレスとなっていたのかが
さいにんしき

再認識された。

もちろん、こちらの
じぎょうしょ

事業所に
く

来れば
き

来たで、
こ ん ど

今度は
なに

何か
べつ

別のストレスに
なや

悩まされる
こと

事に

なるのかもしれないが。
おれ

俺は
ばくぜん

漠然とそんな
た わ い

他愛もない
かんが

考えを
あたま

頭に
う

浮かべながら、
あさ

朝の
こ こ ち

心地よい
かぜ

風に
き ぶ ん

気分を
くゆ

燻ら

せていた。

――そういえば、この
ゴールデンウィーク

G W はこの
しゅうへん

周辺の
さんさく

散策でもしてやろうと
おも

思っていたの

に、
けっきょく

結局
なに

何もしないうちに
お

終わってしまったなぁ。
ちょうき

長期
きゅうか

休暇とは
え

得てしてそういうもので、
さいしょ

最初は『
やす

休みはまだまだ
なが

長いから、
き ょ う

今日でなく

てもいいか……』と
さき

先
おく

送りしているうちに、いつの
ま

間にか
す

過ぎ
さ

去ってしまう。

そして、いざ
やす

休みが
お

終わってから
ふ

振り
かえ

返ると、
じつ

実は
い み

意味のある
こと

事を
なに

何もせずに
む い

無為に
す

過

ごしてしまったと
こうかい

後悔するのだ。

そんな
こと

事を
まいかい

毎回の
よう

様に
く

繰り
かえ

返す。

もっとも、そうやって
さき

先
おく

送りにしてしまう
て い ど

程度の
こと

事は、
ほんとう

本当はそれ
ほど

程
じゅうよう

重要でもない

し、それ
ほど

程やりたいと
おも

思っている
わけ

訳ではない
ば あ い

場合が
たいはん

大半なのだが。

ただ、
なん

何となく
む だ

無駄に
じ か ん

時間を
す

過ごしてしまうのがとても
もったい

勿体
な

無く
おも

思えて、そんな
た い だ

怠惰な
せんたく

選択をしてしまう
じ ぶ ん

自分を
なぐさ

慰める
ため

為に、そういった
い

言い
わけ

訳を
あとづけ

後付で
かんが

考えてしまうのだろ

う。

そんな
あま

余り
い み

意味もない
こと

事を
えんえん

延々と
おも

思い
う

浮かべながら、それまでの
だ せ い

惰性でとろとろと
あし

足を
く

繰り出して、
なん

何となく
しゅうい

周囲に
し せ ん

視線を
かたむ

傾けている
よう

様に
み

見えていても、
じつ

実は
あま

余り
しゅうい

周囲に
かんしん

関心

がいっていない。
さいしょ

最初は
しゅうい

周囲の
し ぜ ん

自然の
ふうけい

風景をただ
なん

何となく
なが

眺めていても、いつの
ま

間にか
あたま

頭の
おく

奥から
た わ い

他愛

もない
かんが

考えが
くび

首をもたげ、そのうちそういった
くだ

下らない
こと

事の
ほう

方に
かんしん

関心が
む

向いてしまっ

て、いつの
ま

間にか
しゅうい

周囲の
ふうけい

風景などはどうでもよくなってしまう。

そしてふと
き

気がつくと、
こうぎょうだんち

工業団地の
い

入り
ぐち

口
ふ き ん

付近に
たど

辿り
つ

着いている……それがいつもの
しゅっきん

出勤パターンだった。

それにしても、
き ょ う

今日はやけに
こうぎょうだんち

工業団地が
とお

遠い
き

気がする。

ふと、
しょうめん

正面に
い し き

意識を
む

向けた
おれ

俺は、
め

目の
まえ

前の
おも

思いがけぬ
こうけい

光景に、
はんしゃてき

反射的に
た

立ち
ど

止まって

しまった。

「
こうぎょうだんち

工業団地が……ない」
えき

駅から
の う ち

農地を
つ

突き
ぬ

抜ける
いっぽん

一本
みち

道の
つ

突き
あ

当たりを
せ い び

整備された
けんどう

県道が
よ こ ぎ

横切り、その
む

向こう
がわ

側

に
こうぎょうだんち

工業団地が
ひろ

広がっているのだから、どう
かんが

考えても
まよ

迷い
よう

様がない
はず

筈だ。

しかし、
め

目の
まえ

前には
いちめん

一面の
の う ち

農地が
ひろ

広がり、その
さき

先の
みどり

緑の
き ぎ

木々が
お

生い
しげ

茂った
やま

山に
む

向かっ

3
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て、
いっぽん

一本の
じ ゃ り

砂利
みち

道が
いっちょくせん

一直線に
の

伸びている。
おも

思わず
は い ご

背後を
ふ

振り
かえ

返った
おれ

俺の
し か い

視界には、その
みち

道の
さき

先に
み

見えなくてはならない
えきしゃ

駅舎も、
えきしゃ

駅舎から
さ ゆ う

左右に
の

延びている
はず

筈の
てつどう

鉄道
ろ せ ん

路線も
まった

全く
うつ

映らなかった。
は い ご

背後に
ひろ

広がるのは
いちめん

一面の
の う ち

農地だった。

「これは、
いったい

一体？」
おれ

俺には
なに

何が
なに

何だか
まった

全く
わけ

訳が
わ

分からなかった。

もう
い ち ど

一度
しんこう

進行
ほうこう

方向を
む

向いて、
ふたた

再び
は い ご

背後を
ふ

振り
かえ

返る。

それから、
いっかげつ

一ヶ月
いじょう

以上も
つうきん

通勤に
つか

使い
つづ

続けた
みち

道の、
み な

見慣れた
はず

筈の
さ ゆ う

左右の
け し き

景色に
ちゅうい

注意を
む

向け

る。

しかし、そこにはこれまで
まいにち

毎日の
よう

様に
み な

見慣れた
ふうけい

風景はなかった。

どこかの
さんかん

山間の
へ き ち

僻地の
よう

様だったが、
いま

今までに
おとず

訪れた
こと

事も、
み

見た
こと

事もない
こうけい

光景だった。
おも

思わず
うでどけい

腕時計に
め

目をやると、
すで

既に
じゅうじ

十時を
まわ

回っている。
しぎょう

始業
じ か ん

時間を
いちじかん

一時間も
す

過ぎてしまった
けいさん

計算になる。

それにしても、
いったい

一体ここはどこなのだろうか？
じ ぶ ん

自分の
お

置かれた
じょうきょう

状 況を
はんだん

判断しかねて、
ぼうぜん

呆然と
しゅうい

周囲を
み ま わ

見回すが、ここがどこなのかを
しめ

示

す
て

手
が

掛かりになりそうな
もの

物は
み あ た

見当たらない。

いや、
しょうめん

正面の
みどり

緑に
おお

覆われた
やま

山の
ふもと

麓の
と ざ ん

登山
どう

道と
おぼ

思しき
こ み ち

小道の
い

入り
ぐち

口に、
た

立て
かんばん

看板を
おも

思

わせる
きょぼく

巨木の
はしら

柱が
つ

突き
た

立っており、その
いちめん

一面だけが
たい

平らに
けず

削られていた。
はんしゃてき

反射的にその
き

木の
はしら

柱に
む

向かって
こ ば し

小走りで
か

駆け
よ

寄っていた。
き

木の
はしら

柱に
ちか

近づくにつれて、それはやはり
た

立て
かんばん

看板の
よう

様な
もの

物である
こと

事が
わ

分かったが、
はる

遥

か
むかし

昔に
すみ

墨で
か

書かれたのであろう
も じ

文字は、
ながねん

長年に
わた

渡って
はげ

激しい
あめかぜ

雨風に
さら

晒された
ため

為か、
うす

薄く
いろ

色
あ

褪せて
ほとん

殆ど
よ

読み
と

取れなくなっていた。

しかし、
ちか

近づいたり
はな

離れたり、
さ ゆ う

左右に
か く ど

角度を
か

変えたりしながら
なん

何とか
よ

読み
と

取れた
も じ

文字は

『
ごんげん

権現』の
ふた

二
も じ

文字だけだった。

『
ごんげん

権現』といえば、
にっこう

日光
とうしょうぐう

東照宮の『
とうしょう

東照
だいごんげん

大権現』……つまり
とくがわ

徳川
いえやす

家康が
ゆうめい

有名だが、
もともと

元々は『
ほとけ

仏・
ぼ さ つ

菩薩が
しゅじょう

衆生を
すく

救うために
しゅじゅ

種々の
すがた

姿をとって
かり

権に
あらわ

現れること。また、その
あらわ

現れた
かり

権の
すがた

姿。
ご ん げ

権化。*1』を
い

言うのだそうだ。

という
こと

事は、この
やま

山にも
むかし

昔、
ほとけ

仏や
ぼ さ つ

菩薩を
おも

思わせる
よう

様な
ひと

人が
あらわ

現れたとか、
かつやく

活躍したと

いった
でんせつ

伝説が
のこ

残されていて、その
じんぶつ

人物を
まつ

祀った
やしろ

社があるのだろうか？

「……そういえば」
おれ

俺は、
き の う

昨日の
ちゅうしょくじ

昼食時に
しょくば

職場の
どうりょう

同僚から
き

聞いた
はなし

話を
おも

思い
だ

出した。

その
とき

時は
た わ い

他愛もない
ざつだん

雑談として
なん

何となく
き

聞き
なが

流していたが、まさかこのような
ところ

所であ

の
ざつだん

雑談が
かか

関わって
く

来る
こと

事になるとは、その
じ て ん

時点では
ゆめ

夢にも
おも

思いつかなかったのだ。

＊

「……そういえば、○×
まち

町で
おとこ

男が
ゆ く え ふ め い

行方不明になったって
はなし

話があっただろう？」
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それは、
き の う

昨日の
ちゅうしょくじ

昼食時に、
しょくどう

食堂を
おとず

訪れた
とき

時の
こと

事だった。

こちらの
じぎょうしょ

事業所へ
うつ

移ってから
し

知り
あ

合い、よく
はなし

話をする
よう

様になった
どうりょう

同僚が、
おれ

俺の
すわ

座って

いた
せき

席の
となり

隣に
すわ

座り
こ

込むと、いきなり
はな

話しかけてきたのだ。

「あぁ。
なん

何だったか、チラッとニュースで
い

言っていた
よう

様な……」

「その
はなし

話なんだけどさ、
じつ

実は、
むかし

昔から○×
まち

町では
ときどき

時々
ゆ く え ふ め い

行方不明
しゃ

者が
で

出る
じ け ん

事件が
お

起きて

いるんだってさ」

「へぇー」

「でさ、それにまつわる
むかしばなし

昔 話があって、
ふる

古くからの
じ も と

地元の
じゅうみん

住民は『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り

だ』って
うわさ

噂しているらしい」

「ごんげんさまのたたりぃ？　
いまどき

今時そんな
たた

祟りなんてある
わけ

訳……」

「と、
おも

思うだろ？　
おれ

俺も
さいしょ

最初はそう
おも

思ったんだけどさ、でも、その
たた

祟りにまつわる
はなし

話ってのを
き

聞いて
み

見ると、ただの
ぐうぜん

偶然とも
おも

思えないし、やっぱり
か が く

科学
ぎじゅつ

技術
ぜんせい

全盛の
げんだい

現代で

も、そういう
はなし

話もあるのかなって
おも

思ったりして」

「ふぅん」

「何だよ。その『
きょうみ

興味ねぇよ』ってあからさまな
た い ど

態度は……」

「そんな
こと

事
い

言われても、
たた

祟りなんてあり
え

得ないだろ？　そんな
くだ

下らない
こどもだま

子供騙しに
つ

付き
あ

合っている
じ か ん

時間もないから」

「まぁ、いいから
き

聞けよ。
おれ

俺も
さいしょ

最初はそう
おも

思ったんだけどさ、その『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』の
はなし

話と、ここ
すうじゅうねん

数十年の
あいだ

間に○×
まち

町
きんぺん

近辺で
お

起きている
ゆ く え ふ め い

行方不明
じ け ん

事件の
ふ し ぎ

不思議な
きょうつうてん

共通点を
し

知

れば、お
まえ

前だってそうやって
はな

鼻で
わら

笑ってはいられなくなるって」

「そこまで
い

言うなら、その『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』って
はなし

話を
き

聞かせてみろよ」

「ああ」

そういって
どうりょう

同僚はちらりと
しゅうい

周囲を
み ま わ

見回すと、
かお

顔を
ちか

近づけて
しょうしょう

少 々
ひか

控えめな
こえ

声で
ささや

囁く
よう

様

に
はな

話し
はじ

始めた。

「それは、どうも
せんごく

戦国
じ だ い

時代のいつだかの
じ き

時期だったらしいんだけど、もっとずっと
さと

里に
ちか

近い
あた

辺りの
へ い や

平野で
かっせん

合戦があって、その
かっせん

合戦の
はいぐん

敗軍の
しょう

将が、ここからもう
すこ

少し
さき

先にある
やま

山

の
ふもと

麓まで
のが

逃れて
き

来たんだそうだ。で、その
ぶしょう

武将は
ひ ん し

瀕死の
じゅうしょう

重 傷を
お

負って
やま

山の
ふもと

麓に
たお

倒れて

いたのだそうだけど、そのすぐ
ちか

近くにあった
さんかん

山間の
しゅうらく

集落に
す

住む
のうみん

農民が
ぶしょう

武将を
たす

助けてな、
きず

傷が
い

癒えるまで
かんびょう

看病をしたんだそうだ」

「それで、
きず

傷が
なお

治ったんだ……」

「まぁ、
なお

治ったには
なお

治ったが、
みぎあし

右足に
こういしょう

後遺症が
のこ

残って、
はし

走ったりは
で き

出来なかったらし

い。で、その
とき

時、
とく

特に
のうみん

農民の
むすめ

娘が
けんしん

献身
てき

的に
かんびょう

看病をしたとかで、
ふ た り

二人はお
たが

互いに
ひ

惹かれ

あっていった。ところが、
ぶしょう

武将は
かっせん

合戦で
てきたい

敵対していた
ぐん

軍からも
お

追われる
み

身だった
こと

事もあっ

て、
きず

傷が
い

癒えたのを
き

機に
しゅうらく

集落を
さ

去ろうとしたんだ。しかし、その
のうみん

農民は
ぶしょう

武将の
ゆ

行く
すえ

末を
き づ か

気遣い、
とく

特に
す

好き
あ

合っていた
むすめ

娘が
しゅうらく

集落に
とど

留まる
よう

様に
こんがん

懇願したのだそうだ。
けっきょく

結局、
ぶしょう

武将

は
しゅうらく

集落に
とど

留まる
こと

事を
き

決めて、その
むすめ

娘と
め お と

夫婦になる
こと

事に
き

決めたんだそうだ」

「で、その
はなし

話のどこが
たた

祟りなんだ？」
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「だから、まだ
つづ

続きがあるんだって。その
ぶしょう

武将は
さんかん

山間の
しゅうらく

集落に
いんせい

隠棲して、
けいざいてき

経済的に
くる

苦

しくはあったが、
めんどう

面倒
み

見のよい
つま

妻やその
ちち

父と
とも

共にそれなりに
たの

楽しい
せいかつ

生活を
おく

送っていた。
ぶしょう

武将はかつての
かっせん

合戦の
えいきょう

影響で
みぎあし

右足が
ふ じ ゆ う

不自由だったが、その
ぶん

分
ぶ し

武士としての
きょういく

教育を
う

受けて

いた
こと

事もあって、いつの
ま

間にか
しゅうらく

集落
ぜんたい

全体でも『
ち え し ゃ

知恵者』としての
そんざい

存在
かん

感を
ま

増していった

んだそうだ。そのうち
しゅうらく

集落の
こ ど も

子供
たち

達に
も じ

文字を
おし

教え、
がくもん

学問を
さず

授け、
にくたい

肉体の
たんれん

鍛錬としての
けんじゅつ

剣術の
し ど う

指導などもしていたらしい。つまり、その
ぶしょう

武将が
がっこう

学校の
せんせい

先生の
よう

様な
こと

事を
はじ

始めた
わけ

訳

だ。それから、
しゅうらく

集落に
お

起こった
さまざま

様々なトラブルの
かいけつ

解決にも、
ぶしょう

武将の
ち し き

知識が
い

生かされてい

たらしい。しかし、そういった
ぶしょう

武将にとってよい
じ き

時期はそう
なが

長くは
つづ

続かなかった」

「で？」

「
ぶしょう

武将が
け が

怪我をするきっかけになった
かっせん

合戦があっただろう？　その
かっせん

合戦で
てきがた

敵方だった
れんちゅう

連中が、どうやらその
いったい

一帯の
し は い

支配
けん

権を
かくりつ

確立したらしいんだ。そして、
てきがた

敵方だった
ぐん

軍の
れんちゅう

連中が、かつての
かっせん

合戦で
てきたい

敵対した
ぐん

軍の
ざんとう

残党
が

狩りを始めたんだ。
とうぜん

当然、
れい

例の
ぶしょう

武将にも
お

追っ
て

手が
さ

差し
む

向けられる。そもそものきっかけは、
ぶしょう

武将が『
ち え し ゃ

知恵者』として
しゅうらく

集落での
そんざい

存在
かん

感

を
たか

高めた
こと

事にあった。その
うわさ

噂は
とうぜん

当然
しゅうらく

集落の
そと

外にも
つた

伝わり、『
しゅうらく

集落に
とつじょ

突如
あらわ

現れた
ち え し ゃ

知恵者

とは
なにもの

何者だ？』という
はなし

話になった。
ぶしょう

武将に
てきぐん

敵軍の
て

手が
の

伸びる
なか

中、
かれ

彼と
とも

共に
く

暮らしていた
つま

妻とその
ちち

父は、
ぶしょう

武将を
なん

何とか
に

逃がそうとするのだが、
けっきょく

結局
ぶしょう

武将は
お

追っ
て

手に
と

捕らわれてし

まう」

「なるほどね。で、その
つま

妻が
たた

祟ったって
わけ

訳？」

「いや。
お

追っ
て

手に
と

捕らえられた
ぶしょう

武将は、そのまま
に ど

二度と
しゅうらく

集落には
もど

戻ってこなかった。
もともと

元々が
てきぐん

敵軍の
ざんとう

残党だったのだから、きっとそのまま
くび

首を
は

刎ねられてしまったんだろう。あ

の
と う じ

当時では
さ ほ ど

然程
めずら

珍しくもない
じ け ん

事件だったんじゃないか？　そして、
の う か

農家の
お や こ

親子を
はじ

始めと

した
しゅうらく

集落の
じゅうみん

住民は、
ぶしょう

武将の
し

死を
いた

悼んでいたんだが、それから
いく

幾らも
た

経たないうちに、
こ ん ど

今度は
ぶしょう

武将の
つま

妻に
こ ど も

子供が
やど

宿っていた
こと

事が
あき

明らかになった。
ぶしょう

武将
じ し ん

自身が
つ

連れ
さ

去られて、
た ぶ ん

多分

そのまま
いのち

命を
うば

奪われてしまった
こと

事は、
つま

妻にとってもその
ちち

父にとってもショックである
こと

事

に
か

代わりはなかったんだが、
い

入れ
か

替わる
よう

様にしてその
こ ど も

子供を
やど

宿した
こと

事は
おも

思いがけぬ
よろこ

喜び

でもあった。
さら

更にしばらく
とき

時が
す

過ぎて、
じっさい

実際にその
こ ど も

子供が
う

生まれて
み

見ると、
とうぜん

当然といえば
とうぜん

当然なんだが、
ちち

父である
ぶしょう

武将に
かおかたち

顔形がそっくりだったそうだ。そこで、
つま

妻や
しゅうらく

集落の
じゅうみんたち

住民達は
くち

口を
そろ

揃えて『
ちち

父である
ぶしょう

武将の
う

生まれ
か

変わりだ』と
しん

信じて、その
こ

子を
たいせつ

大切に
そだ

育て

ていったらしい」

「ふうん。だったら、
たし

確かに
かな

悲しい
け い か

経過は
たど

辿ったかもしれないけれど、
さ い ご

最後に
すく

救いが

あってよかったんじゃない？」

「まあ
ま

待てって。まだ
つづ

続きがあるんだから。それから
しゅうらく

集落の
じゅうみん

住民は、
ゆ く え ふ め い

行方不明になっ

たままの
ぶしょう

武将を
なつ

懐かしんで、
さいしょ

最初に
ぶしょう

武将が
ふしょう

負傷して
たお

倒れていたという
やま

山の
ちゅうふく

中腹に
ちい

小さな
やしろ

社を
た

建てて、その
やしろ

社に
ぶしょう

武将が
たいせつ

大切にしていた
か た み

形見の
わきざし

脇差を
まつ

祀ったんだそうだ。いつし

か、
やしろ

社は『
ごんげん

権現さん』と
よ

呼ばれる
よう

様になって、
しゅうらく

集落のいわば
まも

守り
がみ

神の
よう

様な
そんざい

存在になった

……」

「なるほど。それが『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』って
はなし

話に
つな

繋がるんだ。でも、
たた

祟りはどこへいっ

6



権現様

ちゃったんだ？」

「だから、そう
さき

先を
いそ

急ぐなって。これからがその
たた

祟りの
ぶ ぶ ん

部分なんだから。で、それから

しばらくして、
ぶしょう

武将の
こ ど も

子供がかなり
せいちょう

成長してからの
こと

事だ。ある
とき

時、
さと

里から
ふ た り

二人の
ぶしょう

武将が

わざわざ
さんかん

山間の
しゅうらく

集落を
おとず

訪れて、
む す こ

息子を
む り

無理やり
さと

里に
つ

連れて
い

行ってしまった。
もともと

元々が
りょうしゅ

領主と
てきたい

敵対していた
ぶしょう

武将の
こ ど も

子供なのだから、
しょうらい

将来への
か こ ん

禍根を
あらかじ

予 め
た

断つ
ため

為にはこの
よう

様な
しゅだん

手段も
ひつよう

必要だったのかも
し

知れないが、その
じ て ん

時点ではただ
たん

単に
ぶしょう

武将の
ち

血を
ひ

引く
こ ど も

子供というだ

けの
つな

繋がりしかなく、
しゅうらく

集落に
と

溶け
こ

込んで
の う か

農家の
こ ど も

子供として
そだ

育てられていたのだから、
しょうらいてき

将来的にも
りょうしゅ

領主に
てきたい

敵対する
せいりょく

勢力になる
かのうせい

可能性はほぼないといってもよかった。しか

し、
りょうしゅ

領主は
しょうらい

将来への
か こ ん

禍根を
た

断つ
ため

為に
てってい

徹底した
てきたい

敵対
せいりょく

勢力の
そうとう

掃討を
おこ

行なったんだ。その
こ

子

は
ごういん

強引に
さと

里へ
れんこう

連行されたまま、
に ど

二度とこの
しゅうらく

集落には
もど

戻ってこなかった。
い ち ど

一度
め

目には
じ ぶ ん

自分

の
あい

愛する
おっと

夫を
うば

奪われ、
さら

更に
こ ん ど

今度は
ち

血を
わ

分けた
む す こ

息子まで
うば

奪われるで、
ははおや

母親は
ひる

昼も
よる

夜もない
ほど

程
まいにち

毎日
な

泣き
は

腫らして、そのまま
からだ

体が
すいじゃく

衰弱して
いき

息
た

絶えてしまったという。その
ちち

父である
の う か

農家の
じい

爺も、すぐに
あと

後を
お

追う
よう

様に
な

亡くなったんだそうだ」

「そうか……」

「それから
ほど

程なく、
となり

隣の
しゅうらく

集落で
きゅう

急に
か ね も

金持ちになった
おとこ

男の
うわさ

噂が、その
さんかん

山間の
しゅうらく

集落に

まで
も

漏れ
つた

伝わってくる。
もんだい

問題は『なぜ
きゅう

急に
か ね も

金持ちになったのか？』という
ぶ ぶ ん

部分だったん

だが、それがどうも、
れい

例の
ぶしょう

武将の
こ ど も

子供の
はなし

話を
き

聞きつけて、その
じょうほう

情報を
りょうしゅ

領主に
う

売った
ため

為

らしいんだ。しかし、それからしばらくして、その
となり

隣の
しゅうらく

集落の
おとこ

男が
げんいん

原因
ふ め い

不明の
びょうき

病気に

かかって
きゅうし

急死した。
さら

更に
ま

間を
お

置かずに、あの
こ

子を
さと

里へ
れんこう

連行した
ふ た り

二人の
ぶしょう

武将も、
げんいん

原因
ふ め い

不明の
へんしたい

変死体として
はっけん

発見されたそうだ。
しゅうらく

集落では
ぞくはつ

続発するそれらの
じ け ん

事件を
み

見て『
ごんげん

権現さんの
たた

祟

り』といって
おそ

恐れてな、
じ ぶ ん

自分の
しゅうらく

集落だけには
き が い

危害が
およ

及ばない
よう

様にと
い

言って、
しゅうらく

集落で
ごんげん

権現

さんの
れい

霊を
しず

鎮める
ため

為の
まつ

祭りなんかも
おこ

行なったりして、
ごんげん

権現さんその
もの

物が
しんこう

信仰
たいしょう

対象となっ

ていったんだ。それからも、
さと

里の
ほう

方や
しゅうへん

周辺の
しゅうらく

集落が
き き ん

飢饉に
み ま

見舞われても、その
しゅうらく

集落だ

けは
き き ん

飢饉の
えいきょう

影響を
まぬが

免れるといった
こと

事が
なんかい

何回もあった
ため

為に、
しゅうらく

集落では『
ごんげん

権現さんが
まも

守っ

てくれている』という
こと

事で、より
ごんげん

権現さんへの
しんこう

信仰が
つよ

強まっていった。そんな
じょうきょう

状 況が
いっぺん

一変するのは、
じ だ い

時代が
うつ

移り
か

変わって
め い じ

明治に入り、
てつどう

鉄道
ろ せ ん

路線が
ひ

引かれたり○×
えき

駅が
で き

出来たり

と、
さんかん

山間の
なか

半ば
こ り つ

孤立した
しゅうらく

集落での
せいかつ

生活が
な

成り
た

立たなくなってきてからだった」

「つまり、
げんだい

現代って
こと

事？」

「まぁ、そういう
こと

事かな。
じ だ い

時代を
へ

経るに
したが

従って
こうつうきかん

交通機関も
じゅうじつ

充実してきて、
さんぎょう

産業
こうぞう

構造

も
こんぽん

根本から
か

変わったりライフスタイルが
へ ん か

変化したりで、それまで
さんかん

山間の
しゅうらく

集落に
す

住んでい

た
ひとびと

人々が
じょじょ

徐々に
せいかつ

生活の
べん

便の
い

良い
へ い や

平野
ぶ

部や
と し

都市
ぶ

部に
いじゅう

移住し
はじ

始めるんだ。そうすると
さんかん

山間
ぶ

部で

は
か そ

過疎
か

化が
しんこう

進行して、いつしか『
ごんげん

権現さんのお
まつ

祭り』も
おこ

行なわれなくなり、
ごんげん

権現さんの
やしろ

社
じ た い

自体が
ひ と で

人手の
はい

入らなくなった
さんちゅう

山中に
お

置き
ざ

去りにされてしまう。そんな
とき

時に、○×
まち

町を
ちゅうしん

中心にした『
ごんげん

権現さんの
やしろ

社』を
と

取り
かこ

囲む
ち い き

地域
いったい

一帯で、
とっぱつ

突発
てき

的な
ゆ く え ふ め い

行方不明
じ け ん

事件が
た

立て
つづ

続い

た。
とうしょ

当初はそれぞれの
じ け ん

事件が
ぐうぜん

偶然で
か た づ

片付けられ、
げんざい

現在でも
けいさつ

警察
とうきょく

当局はそれぞれの
ゆ く え ふ め い

行方不明
じ け ん

事件を
わ

分けて
かんが

考えている
よう

様だけど、
ふる

古くからの
じ も と

地元の
じゅうみん

住民の
あいだ

間では『
ごんげん

権現
さま

様

の
たた

祟りじゃないのか？』といって、
まこと

実しやかに
ささや

囁かれつつも、
とう

当の
やしろ

社は
ほ う ち

放置されたま
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ま
げんざい

現在に
いた

至っているそうだ」

「ふうん。でも、お
まえ

前がそんな
はなし

話に
かんしん

関心があるとは
おも

思わなかった」

「はは、
おれ

俺もネットの
き

聞きかじりだけど、
しょくば

職場のすぐ
ちか

近くだし、
なん

何となく
き

気になってグ

グッてて
み

見つけたんだ」

「ネットって？」

「あぁ、『
ワロス

Wちゃんねる』のオカルト
いた

板だけど？」

「何だ、
ワロス

Wちゃんねるか……」

『
ワロス

Wちゃんねる』と
き

聞いて、
いっしゅん

一瞬でも『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』
ばなし

話に
きょうみ

興味を
おぼ

覚えてしまった
じ ぶ ん

自分に
こうかい

後悔した。
ワロス

Wちゃんねるといえば、
こくない

国内
さいだい

最大の
けいじばん

掲示板サイトとして
ゆうめい

有名だ。
い ぜ ん

以前、
おれ

俺も
ひんぱん

頻繁にアクセスしていた
じ き

時期があったが、
いま

今では
ほとん

殆どいく
き か い

機会もない。
たし

確かに、
ときどき

時々は
ほか

他では
み

見られない
きちょう

貴重な
うら

裏
じょうほう

情報にお
め

目にかかれるチャンスもあった

が、
たいはん

大半は
うそ

嘘とも
まこと

真とも
はんだん

判断のつかないゴシップ
き じ

記事や、
ぐ

具にもつかない
ひ な ん

非難や
あ

荒らし

カキコの
おうしゅう

応酬ばかりで、
さいきん

最近は
しょうしょう

少 々
へきえき

辟易していた
ところ

所だった。

しかも、オカルト
いた

板といえば
いた

板の
そんざい

存在その
もの

物が
あや

怪しさプンプンである。

その
ため

為に、
ワロス

Wちゃんねると
さ い ご

最後のネタばらしを
き

聞いた
ところ

所で、『きっと
た わ い

他愛もないガセ

ネタだろう』とたかを
くく

括っていたのだが、
じつ

実はあながち
うそ

嘘でもガセでもないと
い

言う
こと

事なの

だろうか？

＊

「さて、どうするか……」
おれ

俺は、
き の う

昨日の
ちゅうしょくどき

昼 食 時の
た わ い

他愛もない
ざつだん

雑談を
おも

思い
だ

出しながら、
こ ん ご

今後の
じ ぶ ん

自分の
み

身の
ふ

振り
かた

方に

ついての
ほうしん

方針を
き

決めかねていた。

まさか、
げんいん

原因
ふ め い

不明の
ゆ く え ふ め い

行方不明
じ け ん

事件なんて、
いま

今のご
じ せ い

時勢にそんな
わけ

訳も
わ

分からない
じ た い

事態が
お

起

こる
はず

筈がないじゃないか……しかし、
おれ

俺はいつの
ま

間にか
わけ

訳の
わ

分からない
さんかん

山間の
へ き ち

僻地に
まよ

迷い
こん

込んでいる
よう

様だし、
め

目の
まえ

前の
た

立て
かんばん

看板を
おも

思わせる
き

木の
はしら

柱には、おぼろげながら『……
ごんげん

権現～』という
も じ

文字が
み

見て
と

取れる。
おれ

俺が
おちい

陥った
じょうきょう

状 況を
ごうりてき

合理的に
せつめい

説明できる
かのうせい

可能性としては、ぼんやりと
よ そ み

余所見をしなが

ら
ある

歩いているうちに、いつの
ま

間にか
こうぎょうだんち

工業団地を
とお

通り
ぬ

抜けていて、そのまま
さら

更にしばらく
ある

歩

き
つづ

続けた
すえ

末に、
わけ

訳の
わ

分からぬ
さんかん

山間
ち

地に
まよ

迷い
こ

込んでしまった……という
こと

事くらいだ。

それでも、『
いく

幾らぼんやりしていても、
し

知らないうちに
こうぎょうだんち

工業団地を
とお

通り
す

過ぎてしまう
はず

筈

がない』とか、『
こうぎょうだんち

工業団地から
み

見える
やま

山の
ふもと

麓に、たった
いち

一～
に じ か ん

二時間
ある

歩いた
て い ど

程度で
たど

辿り
つ

着

けるとは
おも

思えない』といった
ふ し ん

不審
てん

点は
め

目に
つ

付くのだが、この
さい

際
こま

細かな
き

気になる
てん

点には
あ

敢え

て
ふ

触れない
こと

事にする。

それに、
き の う

昨日
どうりょう

同僚から
き

聞いた
ワロス

Wちゃんねる
はつ

発の『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』ネタの
しんぴょうせい

信憑性も、

どうも
いまいち

今一
うたが

疑わしい。
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それでも、○×
えき

駅からしばらく
ある

歩いた
ところ

所に
そび

聳える
やま

山の
ちゅうふく

中腹にある『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』と

いう
はなし

話は、
げんざい

現在の
じ ぶ ん

自分が
お

置かれている
じょうきょう

状 況から
かんが

考えても、
もっと

最も
む り

無理なくこの
き か い

奇怪な
じ た い

事態を
せつめい

説明
で き

出来る
よう

様に思える。

もし、この
た

立て
かんばん

看板の
さき

先に
の

伸びる
ほそ

細い
みち

道の
さき

先に、
もんだい

問題の『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』があるのだと

したら、ちょっと
こわ

怖い
はんめん

反面
すこ

少しだけでも
のぞ

覗いてみたいという
きょうみ

興味も
わ

湧く。

しかし、そんな
こと

事をしている
あいだ

間にさっさと
もど

戻って、
すで

既に
おおはば

大幅な
ち こ く

遅刻ではあるが
し ご と

仕事に
い

行かなくては……と
い

言う
おも

思いも
ど う じ

同時に
う

浮かんでくる。
どうりょう

同僚の
はなし

話だけではよく
わ

分からない
ぶ ぶ ん

部分があるが、
もんだい

問題の『
ごんげん

権現
さま

様』が
ほんとう

本当に
たた

祟るのだ

としたら、
へ た

下手に
さわ

触らないでこのまま
もど

戻った
ほう

方がいいのだろうか？
おれ

俺はしばし
まよ

迷った
すえ

末に、
き ょ う

今日はこのまま
いったん

一旦
もど

戻って、
つぎ

次の
やす

休みにでも
ひ

日を
あらた

改めて
さ い ど

再度
おとず

訪れる
こと

事にした。
いく

幾ら
もくぜん

目前の
やま

山の
ちゅうふく

中腹にあるかもしれない『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』が
き

気になると
い

言っても、
き ょ う

今日

は
しゅっきんび

出勤日だし、
ゴールデンウィーク

G W が
お

終わったばかりと
い

言う
つ ご う

都合もある。
たと

例え
わけ

訳が
わ

分からない
じじょう

事情で
む だ ん

無断
ち こ く

遅刻してしまったとしても、そのまま
けっきん

欠勤するよりは
かいしゃ

会社に
む

向かった
ほう

方がまだマシだろう。

それに、
どうりょう

同僚の
はなし

話だけではハッキリとしない『
ごんげん

権現
さま

様』に
かん

関する
じじょう

事情を、
あらかじ

予 め
したしら

下調

べしてから
で な お

出直した
ほう

方が、
いろいろ

色々な
い み

意味で
よ

良い
よう

様な
き

気がしたからだ。
おれ

俺は
ふ

振り
かえ

返って、
つぎ

次にもう
い ち ど

一度ここを
おとず

訪れる
とき

時には
まよ

迷わない
よう

様に、
しゅうい

周囲の
け し き

景色を
あたま

頭に
や

焼き
つ

付けようと
さ ゆ う

左右を
ふ

振り
む

向きながら、
も と き

元来た
みち

道を
もど

戻った。

その
みち

道は
いちめん

一面の
の う ち

農地を
ま

真っ
ぷた

二つに
き

切り
さ

裂いて、
はる

遥か
か な た

彼方まで
いっちょくせん

一直線に
つらぬ

貫く
よう

様に
つづ

続いて

いた。
ときおり

時折
みち

道の
さ ゆ う

左右に
ひろ

広がるのどかな
け し き

景色に
し せ ん

視線を
ただよ

漂わせながら、そのまま
もくもく

黙々と
さんじゅっぷん

三十分も
ある

歩き
つづ

続けただろうか。

――あの
やま

山からもうどのくらい
はな

離れただろうか？
なん

何となく
き

気になって
ふ

振り
かえ

返ると、
おれ

俺のすぐ
せ な か

背中
ご

越しに
ふと

太い
き

木の
はしら

柱が
た

立ち、
たい

平らに
けず

削り
と

取られたその
ひょうめん

表面には、
すみ

墨で
か

書いた
よう

様な『……
ごんげん

権現～』の
も じ

文字が
ほとん

殆ど
き

消え入りそうなく

らいおぼろげにぼんやりと
う

浮かんでいる。

「あれ？」
おれ

俺は
わけ

訳が
わ

分からずに、
おも

思わず
まえ

前を
み

見て、
ふたた

再び
うし

後ろを
ふ

振り
かえ

返った。

あれから
さんじゅっぷん

三十分は
ある

歩いた
はず

筈なのに、
れい

例の
た

立て
かんばん

看板の
よう

様な
き

木の
はしら

柱の
もと

元に
もど

戻って
き

来てし

まっている。

しかも、
やま

山の
しゅうい

周囲をぐるっと
まわ

回ったり、
みぎ

右や
ひだり

左へ
ま

曲がったりもしていないし、
はる

遥か
さき

先

まで
ま

真っ
す

直ぐに
つづ

続く
いっぽんみち

一本道を
ある

歩いていただけだから、
やま

山から
はな

離れる
こと

事はあっても
ちか

近づく
かのうせい

可能性はない
はず

筈だ。

しかし、
さきほど

先程
た

立ち
さ

去った
はず

筈の
た

立て
かんばん

看板の
まえ

前に、いつの
ま

間にか
もど

戻って
き

来てしまった。

「どうなっているんだ？」
おれ

俺は
おも

思わず、
き

木の
はしら

柱を
せ

背にして
ぜんそくりょく

全速力で
はし

走り
だ

出していた。

9



権現様

じ ぶ ん

自分が
ひ

非
げんじつてき

現実的なとんでもない
くうかん

空間に
ほう

放り
だ

出されてしまったのか、それとも
いま

未だに
ふ と ん

布団

の
なか

中で
し ゅ み

趣味の
わる

悪い
ゆめ

夢を
えんえん

延々と
み

見
つづ

続けているのか、もしくは○×
えき

駅から
こうぎょうだんち

工業団地へ
む

向かう
とちゅう

途中で
とつぜん

突然
はくちゅうむ

白昼夢に
おそ

襲われてしまったのか、とにかく、
げんじつ

現実には
お

起こり
よう

様のない
で き ご と

出来事が
じ ぶ ん

自分の
め

目の
まえ

前で
てんかい

展開されており、その
ま か ふ し ぎ

摩訶不思議な
げんじつ

現実から
のが

逃れようと
ひ っ し

必死に
あ が

足掻いてい

た。

いずれにしても、
いま

今
じっさい

実際に
たいけん

体験している
げんしょう

現象は、
ゆめ

夢であるが
ゆえ

故に
いっけん

一見
ふ か し ぎ

不可思議に
おも

思え

る
じ た い

事態が、あたかもその
ば

場で
げんじつ

現実に
お

起きていると
さっかく

錯覚しているだけだ。

そうとでも
かんが

考えなければ、この
せつめい

説明
ふ か の う

不可能の
で き ご と

出来事を
ごうりてき

合理的に
せつめい

説明
で き

出来る
り ゆ う

理由が
み あ た

見当

たらない。

それとも、
げんいん

原因は
なん

何だか
わ

分からないが、
おれ

俺の
あたま

頭はいつの
ま

間にか
なん

何らかのショックを
う

受

けて
くる

狂ってしまったのか、それとも
もともと

元々
う

生まれつき
ど こ

何処かに
いじょう

異常のあったのが、
いまさら

今更に

なって
ひょうめんか

表面化したのだろうか？
おれ

俺はそれらの
かんが

考えに
し こ う

思考を
うば

奪われつつも、なぜか『
じ ぶ ん

自分が
くる

狂ってしまった』などとい

う
げんじつ

現実を
う

受け
い

入れたくなくて、ただひたすら
はし

走り
つづ

続ける
こと

事に
すべ

全ての
い し き

意識を
しゅうちゅう

集 中する
よう

様
ねん

念

じ
つづ

続けた。
いや

否、
じ ぶ ん

自分が
くる

狂ってしまったのではない。

きっと
じ ぶ ん

自分を
と

取り
かこ

囲む
すべ

全ての
もの

物が、どこかトンでもない
ちから

力の
さ よ う

作用で
きみょう

奇妙に
ね

捻じ
ま

曲げら

れてしまい、
おれ

俺はなす
すべ

術もなくその
なか

中に
と

閉じ
こ

込められてしまったに
ちが

違いない。

たとえそちらの
ほう

方が、
ぜつぼうてき

絶望的なまでに
じ ぶ ん

自分が
もと

元いた
せ か い

世界への
か い き

回帰を
こんなん

困難にするのだとし

ても、『
じ ぶ ん じ し ん

自分自身が
くる

狂ってしまったのだ』と、いかにもあり
え

得そうな、しかし
せいしん

精神
てき

的には
う

受け
い

容れ
がた

難い
じょうきょう

状 況を
みと

認めてしまうよりは
すうまんばい

数万倍もマシだと
かん

感じていた。

とにかく、この
くる

狂った
じょうきょう

状 況から
いっこく

一刻も
はや

早く
のが

逃れなくては、まるで
ありじごく

蟻地獄の
わな

罠の
ふか

深みに
はま

嵌ってしまった
あわ

哀れな
え も の

獲物の
よう

様に、
も は や

最早
に ど

二度と
もと

元いた
せ か い

世界に
もど

戻れなくなってしまう……
げんじつ

現実
せ か い

世界への
か い き

回帰の
か て い

過程が、
ひょうめんじょう

表 面 上どの
よう

様な
け い か

経過を
たど

辿るかは
べつ

別としても……。
おれ

俺は
いっしん

一心に
あし

足が
もつ

縺れそうになる
くらい

位
けんめい

懸命に、
かわ

川
じ ゃ り

砂利を
し

敷き
つ

詰めただけの
そ ま つ

粗末な
いっぽん

一本
みち

道を
つ

突っ
き

切った。
ま

真っ
す

直ぐの
いっぽん

一本
みち

道で、
こ う さ

交差する
のうどう

農道も
すうほん

数本しかなかったし、その
しゅうへん

周辺には
いちめん

一面に
み は

見晴

らしの
よ

良い
の う ち

農地が
ひろ

広がっていたから、どう
かんが

考えても
まよ

迷い
よう

様がなかった。

もちろん、この
とき

時は
いっこく

一刻も
はや

早く
やま

山の
ふもと

麓から
はな

離れるのに
ひ っ し

必死で、
しゅうい

周囲の
じょうきょう

状 況を
いちいち

一々
き

気

にかけている
こころ

心の
よ ゆ う

余裕もなかったのだが。

そのまま
はい

肺の
おく

奥が
あつ

熱い
ひ め い

悲鳴を
あ

上げて、
のど

喉が
やけ

焼け
つ

付くくらいに
いき

息を
き

切らしてから、『もう

これ
いじょう

以上
はし

走れない』とその
ば

場に
たお

倒れる
よう

様にしてへたり込んだ。

――はぁ、はぁ……。
おお

大きく
かた

肩を
じょうげ

上下に
ゆ

揺らして
しゃくねつ

灼熱の
かたまり

塊 と
か

化した
と い き

吐息を
は

吐き
だ

出しつつ、
みみ

耳の
おく

奥で
あらあら

荒々し

く
ひび

響き
わた

渡る
こ ど う

鼓動が
おさ

治まるのを
ま

待つ。

それからしばらくして、
き ど う

気道から
はい

肺にかけて
つ

詰まっていた
もの

物が
すこ

少し
ほぐ

解れかけて
き

来た
ころ

頃、

よろよろと
た

立ち
あ

上がって
な に げ

何気なく
は い ご

背後を
ふ

振り
かえ

返った
おれ

俺の
し か い

視界に、そこにはあってはならな
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権現様

い
もの

物が
と

飛び
こ

込んできた。
さきほど

先程の、
かんばん

看板を
おも

思わせる
き

木の
はしら

柱だった。

――これは、
いったい

一体どういう
こと

事なんだ？
いま

今
た

立ち
あ

上がったばかりのその
ば し ょ

場所に、
おれ

俺の
ひざ

膝はガクガクと
ちから

力が
ぬ

抜けて
お

折れ
ま

曲がり、
ぼうぜん

呆然とした
ひょうじょう

表 情のまま
と ほ う

途方に
く

暮れて
すわ

座り
こ

込んでしまった。

やはり、
いく

幾らこの
ば し ょ

場所から
はな

離れようとしても、いつの
ま

間にかここに
ひ

引き
もど

戻されてしまう
よう

様だった。

「はぁ……」
おれ

俺はあからさまに
こえ

声を
あ

上げて
と い き

吐息を
も

漏らし、がっくりと
くび

首を
お

落としてうな
だ

垂れたまま、

しばらくは
た

立ち
あ

上がる
きりょく

気力も
わ

湧かなかった。
じ ぶ ん

自分が
と て つ

途轍もなくトンでもない
じ た い

事態に
ま

巻き
こ

込まれてしまっており、そこから
ごういん

強引に
のが

逃れ

ようとジタバタしても、
まった

全く
なん

何の
やく

役にも
た

立たないという
こと

事がわかってしまったからだ。

そして、
た ぶ ん

多分これは
じ ぶ ん

自分の
き

気が
くる

狂ってしまったとか、
せいしん

精神が
さくらん

錯乱しているとか、
きみょう

奇妙な
ゆめ

夢を
み

見て
うな

魘されているといった
じょうたい

状態ではなくて、きっと
いま

今
げんざい

現在
げんじつ

現実に
たいけん

体験している
げんしょう

現象

なのだという
こと

事も
ちょっかんてき

直感的に
り か い

理解した。

この
よう

様な
り か い

理解
ふ め い

不明の
ふ か か い

不可解な
げんしょう

現象を
り く つ

理屈で
せつめい

説明しろと
い

言っても、その
すじ

筋の
せんもんか

専門家でも

なければ、
ひ と

他人に
り く つ

理屈を
こ

捏ねる
し ゅ み

趣味も
がく

学もない
じ ぶ ん

自分には、
げんざい

現在の
じょうきょう

状 況に
あ

合った
てきせつ

適切な
こ と ば

言葉を
つむ

紡ぎ
だ

出せる
はず

筈もなかった。

ただ、
じ ぶ ん じ し ん

自分自身の
い し き

意識も
かんかく

感覚も
せいじょう

正常であると、どこからともなく
あらわ

表れる
ちょっかん

直感がそう
つ

告げているので、
たと

例えそれが
なん

何の
こんきょ

根拠もない
たん

単なる
おも

思い
こ

込みだとしても、
いま

今
げんざい

現在
じ ぶ ん

自分が
お

置

かれた
じょうきょう

状 況の
なか

中では
もっと

最も
しんらい

信頼できるものだった。

だとしたら、
ぶ つ り

物理
ほうそく

法則としてはあり
え

得ない
げんしょう

現象を
たいけん

体験してしまうこの
ば し ょ

場所
じ た い

自体が、
なに

何

か
とくしゅ

特殊な
かんきょう

環境に
お

置かれているという
こと

事だろうか？
じ か ん

時間や
くうかん

空間が
の

伸びたり
ちぢ

縮んだりすると
い

言ったのはアインシュタイン
は か せ

博士だったが、
かれ

彼が
ていしょう

提唱した
り ろ ん

理論は
あ

飽くまでも
こうそく

光速の
きゅうじゅうすう

九 十 数パーセントといった
とくしゅ

特殊な
かんきょうか

環境下で
お

起こりう

るという、
げんじてん

現時点では
けんしょう

検証のしようがない
ひと

一つの
か せ つ

仮説に
す

過ぎない。

しかし、
おれ

俺が
いま

今
じっさい

実際に
たいけん

体験している
じょうきょう

状 況は、
ひと

人が
はし

走ってスタートからゴールへ
ま

真っ
す

直

ぐ
む

向かったとしても、いつの
ま

間にかスタート
ち て ん

地点に
もど

戻ってしまっている……もしくは、
はし

走っているつもりでも
ぜんぜん

全然
すす

進んでいないと
い

言う
こと

事だろうか。
なに

何が
お

起こっているのかはともかく、この
さき

先
な ん ど

何度もこの
ば し ょ

場所から
はな

離れようと
あ が

足掻いてみた
ところ

所で
け っ か

結果は
め

目に
み

見えていたし、
じ か ん

時間と
たいりょく

体力を
む だ

無駄にして
さら

更に
ぜつぼう

絶望を
ふか

深めるだけと
い

言う
み と お

見通しは
あき

明らかだった。
かり

仮に
なん

何らかの
じ ん ち

人智を
こ

超える
ちから

力が
はたら

働いているとして、その
ちから

力は
おれ

俺をこの
ば し ょ

場所に
とど

留めて

おきたいのだ。

もしくは
とど

留めておかなくてはならない、
われわれ

我々の
り か い

理解を
こ

超えた
なん

何らかの
り ゆ う

理由があるのかも

しれない。
おれ

俺の
し せ ん

視線は、
し ぜ ん

自然と
もくぜん

目前の
き

木の
はしら

柱の
おく

奥へ
む

向かって
ほそぼそ

細々と
の

伸びる、
た ぶ ん

多分
うわさ

噂の『
ごんげん

権現
さま

様』
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権現様

への
さんどう

参道と
おぼ

思しき、
ほそ

細い
けものみち

獣道に
そそ

注がれていた。
こ

濃い
みどり

緑に
そ

染め
あ

上げられた
き ぎ

木々が
うっそう

鬱蒼と
お

生い
しげ

茂る
やま

山の、
き ぎ

木々の
き

切れ
ま

間を
ぬ

縫って
ほそぼそ

細々と
たよ

頼

りなさ
げ

気に
おく

奥へと
つづ

続いている
みち

道に
め

目を
こ

凝らして、
おれ

俺は
かる

軽く
と い き

吐息を
も

漏らした。

おぼろげな
きょうみ

興味は
わ

湧いていたものの、もう
すこ

少し
したしら

下調べをした
うえ

上で
あらた

改めて
で な お

出直そうと
かんが

考

えていた『
ごんげん

権現
さま

様』だが、どうも
じ ぶ ん

自分は
ごんげん

権現様に
よ

呼ばれている
よう

様な
き

気がしたのだ。
は

果たしてその
よう

様な
げんじつ

現実
ばな

離れした
じ た い

事態が、
じっさい

実際に
お

起こり
え

得るのかどうかは
わ

分からない。

しかし、
すで

既に
いま

今までの
けいけん

経験やそこから
え

得た
じょうしき

常識を
くつがえ

覆 す
じ た い

事態に
み ま

見舞われているのだ。

この
さき

先どの
よう

様な
ふ か し ぎ

不可思議な
じ た い

事態に
おそ

襲われたとしても、それは
けっ

決してあり
え

得ないのではな

くて、ただ
たん

単に
いま

今まではそれを『
げんじつ

現実には
お

起こり
え

得ない
ふ か し ぎ

不可思議な
げんしょう

現象』と
にんしき

認識してい

ただけで、
じつ

実はその
にんしき

認識の
ほう

方が
ま ち が

間違っていたのだ。

そこまで
わ

割り
き

切って
かんが

考えてしまえる
ほど

程、
あと

後から
かんが

考えればその
とき

時の
おれ

俺は
や け

自棄になってい

たのかもしれない。

とにかく、
い ち ど

一度『
ごんげん

権現
さま

様』に
かんしん

関心が
む

向かうと、
し だ い

次第に
いっこく

一刻も
はや

早く『
ごんげん

権現
さま

様を
ま

目の
あ

当たり

にしたい』という
かんじょう

感情に
し は い

支配されていった。
き の う

昨日、
どうりょう

同僚は『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』などと
い

言ってはいたが、
いま

今の
よ

世の
なか

中、
たた

祟りなどと
い

言う
げんしょう

現象が
げんじつ

現実にある
はず

筈がない。

そんなものは、きっと『
にんげん

人間の
のうりょく

能力では
にんしき

認識
ふ か の う

不可能な、
いっけん

一見
ふじょうり

不条理に
み

見える
いや

嫌な
で き ご と

出来事に
たい

対して、
じ ぶ ん じ し ん

自分自身の
いた

至らなさを
た な あ

棚上げにして
みずか

自らを
なぐさ

慰め、
ひ と

他人にその
つみ

罪を
す

擦り
つ

付ける
ため

為の
い

言い
わけ

訳として
つく

作られた
ゆめまぼろし

夢 幻と
どうよう

同様の
げんしょう

現象』を
さ

差すのか、あるいは『
あや

怪しげ

なカルト
しゅうきょう

宗 教が
しんじゃ

信者を
かくとく

獲得し
しば

縛りつけ、
みずか

自らの
しゅうきょう

宗 教ビジネスを
な

成り
た

立たせる
ため

為に
つく

作

り
あ

上げた
ほうべん

方便』に
す

過ぎないのだろう。

まぁ、いずれにしても、
め

目の
まえ

前に
ちから

力なく
ほそぼそ

細々と
の

伸びる、
いま

今にも
みどり

緑の
もり

森に
き

消え
い

入りそう

な
こころもと

心許ない
みち

道の
さき

先にある
はず

筈の、
いま

今はどうなっているのか
そうぞう

想像もつかない『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』

に
たど

辿りつけば、
なに

何かしら
わ

分かる
こと

事もあるに
ちが

違いない。

なぜならば、
おれ

俺が
い と

意図せず『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』のすぐ
ちか

近くに
まね

招き
よ

寄せられ、なおかつ
ふ か し ぎ

不可思議な
ちから

力の
さ よ う

作用によってその
ば

場から
のが

逃れる
こと

事も
かな

叶わないならば、
しょうてん

焦点の『
ごんげん

権現
さま

様』

に
なん

何らかの
かぎ

鍵が
し く

仕組まれていると
かんが

考えるのは、とても
し ぜ ん

自然な
な

成り
ゆ

行きではないだろう

か。
おれ

俺の
あし

脚は、
さいしょ

最初は
しょうしょう

少 々
と ま ど

戸惑いつつも、
い

意を
けっ

決して『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』への
さんどう

参道を、
い っ ぽ

一歩
い っ ぽ

一歩
ふ

踏みしめる
よう

様にして
のぼ

登っていった。

＊

これは……。
ほそぼそ

細々とうねりながら
やま

山の
ちょうじょう

頂 上へ
む

向かって
の

伸びる
けものみち

獣道を
たど

辿って
じゅっぷん

十分も
のぼ

登った
ころ

頃、
ふ い

不意

に
ぜんぽう

前方の
し か い

視界が
ひら

開け、ちょっとした
おど

踊り
ば

場の
よう

様な
ひろ

広い
くうかん

空間が
あらわ

現れた。
は

晴れた
ひ

日の
ひ る ま

昼間でも、
てんじょう

天井を
おお

覆い
つ

尽くす
こ

濃い
みどり

緑の
き ぎ

木々の
き

切れ
ま

間から、
わず

僅かに
そそ

注ぐ
こ も

木漏
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権現様

れ
び

日が
ゆいいつ

唯一の
あ

明かりである
けものみち

獣道と
ちが

違って、この
ひ ろ ま

広間からは
ちょくせつ

直接
ひ

日の
ひかり

光が
だ い ち

大地に
ふ

降り
そそ

注

ぐので、それまでの
いんうつ

陰鬱とした
ふ ん い き

雰囲気が
いっしゅん

一瞬にして
ぬぐ

拭い
さ

去られる
いんしょう

印象があった。
なが

長く
くら

暗いトンネルをやっと
くぐ

潜り
ぬ

抜けた……そんな、ほっと
ひといき

一息つける
くうかん

空間がこの
おど

踊り
ば

場

だった。

そして、
ひ ろ ま

広間の
ゆ

行く
さき

先には、
さら

更に
やま

山の
ちょうじょう

頂 上に
む

向かって
ほそ

細く
なが

長い
もり

森のトンネルが
の

延びて

いる。

しかし、
おれ

俺の
もくてき

目的
ち

地はどうやらこの
ひ ろ ま

広間の
よう

様だ。

――これが、
もんだい

問題の『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』なのか？
ひ ろ ま

広間の
かたすみ

片隅に
つつ

慎ましく
ち ん ざ

鎮座する
もくせい

木製の
ちい

小さな
やしろ

社が、どちらかと
い

言うとここに
お

置き
ざ

去り

にされたと
い

言う
ふう

風に
さび

寂しげに
ひ と り

一人
こし

腰を
お

下ろし、
ながねん

長年に
わた

渡る
はげ

激しい
ふうせつ

風雪に
さら

晒された
えいきょう

影響を
い ろ こ

色濃く
に

滲ませていた。

それは
ちい

小さいながらも
いま

未だに
やしろ

社の
けいじょう

形状を
なん

何とか
い じ

維持してはいたが、
ぜんたい

全体
てき

的に
ふしょく

腐食が
すす

進

んで
きせいちゅう

寄生虫の
たぐ

類いにも
く

食い
あ

荒らされ、ほんの
すこ

少しでも
て

手をかければ
あとかた

跡形もなく
かいじん

灰燼に
き

帰し

てしまう
ほど

程、
もろ

脆く
く

朽ち
は

果てていた。

その
あま

余りに
あ

荒れ
は

果てた
さんじょう

惨状を
ま

目の
あ

当たりにして、『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』が
おれ

俺をここに
よ

呼び
よ

寄

せた
り ゆ う

理由が
り か い

理解
で き

出来た
よう

様な
き

気がした。
き の う

昨日
どうりょう

同僚が
き

聞かせてくれた
はなし

話の
し ん ぎ

真偽はともかくとして、
いま

今にも
く

朽ち
は

果てて
あとかた

跡形もなく
しょうしつ

消失してしまう
こと

事に
た

耐え
き

切れずに、
ぜ ひ

是非
やしろ

社を
しゅうふく

修復してもらいたいと、そして
ねが

願わくば
ひ と し

人知れず
う

打ち
す

捨てられたままの
じょうたい

状態に
お

置くのではなくて、
むかし

昔の
よう

様に
ひとびと

人々の
ねが

願いを
かな

叶える
そんざい

存在でありたいという『
ごんげん

権現
さま

様』の
おも

思いが、これら
いちれん

一連の
ふ か か い

不可解な
げんしょう

現象の
り ゆ う

理由なのだろ

う。
ところどころ

所 々が
こ け む

苔生して
みどりいろ

緑色に
へんしょく

変色し、また
い ち ぶ

一部は
ふしょく

腐食して
く

朽ちたり、
むし

虫に
く

食い
あ

荒らされて
いく

幾つもの
あな

穴が
あ

空けられていたが、それでもどこかしら『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』はほんのりと
こうごう

神々

しい
ひかり

光に
つつ

包まれている
よう

様にも
み

見えた。

もちろん、そんなのはちょっとした
ひ

日の
ひかり

光の
か げ ん

加減か、
たん

単なる
め

目の
さっかく

錯覚で
か た づ

片付けられる
たぐ

類いのものかもしれない。

しかし、
おれ

俺には『この
ちい

小さな
く

朽ち
は

果てた
やしろ

社には、
いま

今でも
ごんげん

権現
さま

様が
やど

宿っている』と
かん

感じ

られた。

そう
おも

思いたかっただけなのかもしれない。

それでも、
おれ

俺がここに
まね

招き
よ

寄せられたのは
ぐうぜん

偶然や
き ま ぐ

気紛れなどでは
けっ

決してなく、
あき

明らかに
なん

何らかの（
た ぶ ん

多分
ごんげん

権現
さま

様
じ し ん

自身の）
い と

意図が
はたら

働いていたのだろう。
おれ

俺は
まね

招き
よ

寄せられる
よう

様にして『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』の
まえ

前に
ひざ

膝を
お

折って、
りょうて

両手を
あ

合わせて
め

目を
と

閉じ、きっと
なんびゃくねん

何百年も
むかし

昔からこの
やしろ

社に
やど

宿っているのだろう『
ごんげん

権現
さま

様』の
こころ

心を
おも

思って、
しず

静かに
いの

祈った。

その
と た ん

途端に、
こころ

心の
なか

中に
ほの

仄かに
あたた

温かな
あか

灯りが
とも

点った
よう

様な
き

気がした。
いちめん

一面を
あか

明るく
あざ

鮮やかに
て

照らし
だ

出す
たいよう

太陽の
ひかり

光には
とうてい

到底
およ

及ばないけれども、それでも
いっさい

一切

の
あか

灯りを
と

閉ざされた
ち か

地下
すうじゅう

数十メートルの
どうくつ

洞窟の
なか

中でならば、きっと
こころづよ

心強く
かがや

輝く
そんざい

存在に
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権現様

ちが

違いない……そんな、
いっけん

一見
たよ

頼りなさ
げ

気な、
いま

今にも
き

消え
い

入りそうな
こころ

心の
あか

灯りが、
いま

今、
じ ぶ ん

自分

の
こころ

心の
なか

中に
ちい

小さく
とも

点った。

その
あか

灯りからは、
たし

確かに『
ごんげん

権現
さま

様』と
よ

呼ばれている
もの

者の
しん

真の
すがた

姿が
かす

微かに
か い ま

垣間
み

見えてい

た。

『
ごんげん

権現
さま

様』と
よ

呼ばれる
よう

様になる
はる

遥か
い ぜ ん

以前には、この
ち ほ う

地方
いったい

一帯の
は

覇を
きそ

競って
かっせん

合戦に
あ

明け
く

暮

れる
ひ び

日々を
おく

送っていた
ぶしょう

武将であった。

しかし、その
ぶしょう

武将は
しんそこ

心底から
あらそ

争いを
もと

求め、
ひと

人を
あや

殺める
こと

事を
い

生き
が い

甲斐としていた
わけ

訳では

なくて、その
じ だ い

時代の、その
とき

時
お

置かれた
ぶしょう

武将の
た ち ば

立場や
かんきょう

環境が、
ぶしょう

武将を
こころ

心ならずも
さつばつ

殺伐とし

た
かっせん

合戦の
ば

場へ
おく

送り
だ

出したのだった。
あん

案の
じょう

定、
のぞ

望みもせぬ
あらそ

争い
ごと

事に
ま

巻き
こ

込まれた
ぶしょう

武将は、
みずか

自らが
ひ ん し

瀕死の
じゅうしょう

重 傷を
お

負いつつ

もこの
ち

地に
のが

逃れ、そこで、
しゅうせい

終生
そ

添い
と

遂げる
こと

事を
ちか

誓う
こと

事になる
じょせい

女性との
で あ

出会いがあった。
ぶしょう

武将にとっては、
あらそ

争いに
あ

明け
く

暮れる
ひ び

日々よりも、この
かたいなか

片田舎で
つち

土と
かぜ

風に
まみ

塗れてのんび

りと
い

生きる
ひ び

日々の
ほう

方が
しょう

性に
あ

合っていた。

しかも、
ぶしょう

武将の
かたわ

傍らには、
かたとき

片時も
はな

離れずに
つ

付き
そ

添って
かんびょう

看病を
つづ

続けてくれた
ひ と

女性がい

る。

どちらからともなく
ふ た り

二人は
こい

恋に
お

落ち、
ぶしょう

武将の
きず

傷がすっかり
い

癒えた
とき

時には、
も は や

最早
ふたた

再び
かっせん

合戦の
ば

場に
あし

足を
ふ

踏み
い

入れる
い し

意思を
も

持っていなかった。
ぶしょう

武将にとってはそちらの
ほう

方が
はる

遥かに
のぞ

望みの
せいかつ

生活に
ちか

近かったし、
なに

何よりも
かれ

彼の
かたわ

傍らには
すで

既に
まも

守るべき
ひと

人がいた。

かつての
かっせん

合戦に
あ

明け
く

暮れた
ひ び

日々の
なか

中には、
ぶしょう

武将にとってそれに
み あ

見合う
ほど

程
こころ

心を
うば

奪われた
そんざい

存在はなかったのだ。
な

名もなき
さんかん

山間の
しゅうらく

集落でのひと
とき

時は、
ぶしょう

武将にとっては
もっと

最も
おだ

穏やかで
なご

和やかで、
こころみ

心満たさ

れた
しあわ

幸せな
ひ び

日々であった。

そんな
ひ び

日々も
なが

長くは
つづ

続かずに、
ぶしょう

武将はやがて
いのち

命を
た

絶たれてしまうのだけれども、
かれ

彼の
こころ

心の
なか

中に
つね

常にあったのは、
かれ

彼の
つま

妻となった
さいあい

最愛の
ひ と

女性に
き が い

危害が
およ

及ばずに、
じ ぶ ん

自分が
いのち

命を
た

絶

たれてしまった
かな

悲しみを
の

乗り
こ

越えて、
ぶ じ

無事
てんじゅ

天寿を
まっと

全うしてもらいたいと
おも

思った
こと

事、そし

て、
いま

今や
かれ

彼にとっての
こきょう

故郷ともなった
さんかん

山間の
しゅうらく

集落が、その
ご

後も
て ん ぺ ん ち い

天変地異や
せんらん

戦乱に
み ま

見舞わ

れる
こ と な

事無く、
あんねい

安寧に
す

過ごして
い

行って
ほ

欲しいという
ねが

願いだった。
ほど

程なくしてこの
ば し ょ

場所に
かれ

彼を
まつ

祀った
ちい

小さな
やしろ

社が
た

建てられた。

その
とき

時、
かれ

彼はこの
やしろ

社に
やど

宿り、
せいぜん

生前の
かれ

彼を
しの

忍んだ
しゅうらく

集落の
じゅうみん

住民が『きっと
かれ

彼は
ぼ さ つ

菩薩
さま

様が
すがた

姿を
か

変えて
あらわ

現れたに
ちが

違いない』と
い

言って、それ
い こ う

以降『
ごんげん

権現さん』と
よ

呼んで
しゅうらく

集落の
まも

守り
がみ

神の
よう

様な
あつか

扱いを
う

受ける
よう

様になった。

『
ごんげん

権現さん』にとっては、
さいわ

幸いにも
つま

妻が
せいぜん

生前に
じ ぶ ん

自分の
こ

子を
み ご も

身篭っており、その
こ

子が
ぶ じ

無事
せいちょう

成長する
よ う す

様子をここから
み ま も

見守る
こと

事を
なに

何よりも
たの

楽しみにしていたらしい。

しかし、その
む す こ

息子が
せいじん

成人する
とき

時を
ま

待たずに、『
ごんげん

権現さん』の
こ ど も

子供であるというだけの
り ゆ う

理由で、
おさな

幼くして
けいじょう

刑場の
つゆ

露と
き

消えてしまう。
あと

後を
お

追う
よう

様にして、
さいあい

最愛の
つま

妻も
た

立て
つづ

続けに
おそ

襲い
か

掛かる
かな

悲しみに
お

押し
なが

流され、
み

見る
み

見る
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権現様

からだ

体が
すいじゃく

衰弱した
すえ

末に、
は

果てしない
ぜつぼう

絶望に
う

打ちひしがれたまま
あ

敢え
な

無く
いき

息
た

絶えてしまう。

もちろん、
め

目の
まえ

前で
すいじゃく

衰弱していく
さいあい

最愛の
つま

妻の
すがた

姿を
み と ど

見届けなくてはならないのは、『
ごんげん

権現さん』にとっても
かな

悲しい
で き ご と

出来事ではあったけれども、
じ ぶ ん じ し ん

自分自身が『
ごんげん

権現さん』に
すがた

姿

を
か

変えて
そんざい

存在していると
い

言う
じ じ つ

事実を
ひと

一つ
と

取って
み

見ても、
ひと

人の
し

死が
すべ

全ての
お

終わりではないと

いう
こと

事は
あき

明らかだったし、かつて
さいあい

最愛の
つま

妻や
む す こ

息子だった
たましい

魂 とも
ほど

程なく
さいかい

再開し
かた

語り
あ

合う
こと

事

さえ
で き

出来るのだと
おも

思えば、
こ ん ご

今後へ
む

向けての
ひそ

密かな
たの

楽しみさえ
かん

感じさせる
じ け ん

事件でもあった。

この
かんかく

感覚は、きっと
ひと

人としての
じんせい

人生を
げんざい

現在
おく

送っている
さいちゅう

最中の
もの

者には
り か い

理解
ふ か の う

不可能に
ちが

違い

ない
はず

筈だが、
ひと

人が
しょうがい

生涯を
お

終えた
じ て ん

時点でその
さき

先に
なに

何も
のこ

残らないとしたら、
あと

後に
のこ

残るのは
とき

時

の
なが

流れと
とも

共に
く

朽ち
は

果てるのを
ま

待つだけの
あわ

哀れな
しかばね

屍 だけだとしたら、
いま

今ここに『
ごんげん

権現さ

ん』として
そんざい

存在する
じ ぶ ん じ し ん

自分自身は
いったい

一体
なにもの

何者なのか？
げんじてん

現時点では、
とう

当の『
ごんげん

権現さん』
じ し ん

自身にもその
こた

答えは
み

見つけ
だ

出せなかった。

ただ、
じ ぶ ん

自分の
さいあい

最愛の
ひと

人と、
のち

後にその
ひと

人との
あいだ

間に
はぐく

育まれていたと
はっかく

発覚した
あら

新たな
いのち

命

の、
じんせい

人生の
ゆ

行く
すえ

末を
み ま も

見守りたいと
い

言う
おも

思い、また
かっせん

合戦の
はいざん

敗残の
しょう

将である
じ ぶ ん

自分を
こころよ

快 く
う

受

け
い

入れ、
しゅうらく

集落の
いちいん

一員として
か ぞ く

家族
どうよう

同様の
つ

付き
あ

合いをしてくれた
しゅうらく

集落の
じゅうみんたち

住民達が、この
さき

先

も
あんてい

安定して
おだ

穏やかな
せいかつ

生活が
いとな

営める
よう

様に、それだけを
つよ

強く
ねが

願った
け っ か

結果として、
いま

今こうして

『
ごんげん

権現さん』に
すがた

姿を
か

変えているのだ。

『
ごんげん

権現さん』の
さいあい

最愛の
つま

妻や
む す こ

息子、そして
ぶ が い

部外
しゃ

者の
じ ぶ ん

自分に
つよ

強い
しんきん

親近
かん

感を
いだ

抱いてくれた
しゅうらく

集落の
じゅうみんたち

住民達への
つよ

強い
おも

思いが、
おれ

俺の
こころ

心の
なか

中に
ちょくせつ

直接
そそ

注ぎ
こ

込まれた
よう

様な
き

気がした。

それはいわば、
じ ぶ ん じ し ん

自分自身が『
ごんげん

権現さん』と
いったい

一体
か

化した
しゅんかん

瞬間でもあった。

きっと
すうひゃくねん

数百年を
へ

経る
あいだ

間、『
ごんげん

権現さん』が
こころ

心の
なか

中に
いだ

抱いてきた
さまざま

様々な
おも

思いが
つよ

強い
し げ き

刺激

となって
おれ

俺の
こころ

心を
う

打ち
ふる

震わせ、
い と

意図せず
じ ぶ ん

自分の
なか

中に
こ

込み
あ

上げてきたものの
あつか

扱いに
と ま ど

戸惑っ

た
おれ

俺
じ し ん

自身の
い し き

意識には
かか

関わり
な

無く、
つぎ

次から
つぎ

次へと
むじんぞう

無尽蔵に
あふ

溢れ
で

出る
おも

思いが
あつ

熱い
かたまり

塊 となって
こぼ

零れ
お

落ちた。

『
ごんげん

権現
さま

様が
たた

祟る』なんて、トンでもない。
いまおれ

今俺が
ふ

触れて
きょうゆう

共有している
かんかく

感覚が、『
ごんげん

権現
さま

様』が
すうひゃくねん

数百年に
わた

渡って
しゅうらく

集落の
じゅうみん

住民の
やす

安ら

かで
すこ

健やかな
ひ び

日々を
ねが

願う
おも

思いだとしたら、
すく

少なくとも『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』とされてきたこれ

までの
さまざま

様々な
じ け ん

事件と『
ごんげん

権現
さま

様』との
かか

関わりは
か い む

皆無である……と
じ し ん

自信を
も

持って
い

言える。

それ
ほど

程までに
ごんげん

権現
さま

様の
おも

思いは
ふか

深く、
おだ

穏やかで、
あたた

温かく、その
しゅうらく

集落や
じ ぶ ん

自分を『
ごんげん

権現
さま

様』

として
した

慕ってくれる
すべ

全ての
ひとびと

人々への
いつく

慈しみに
み

満ちていた。

――
ごんげん

権現
さま

様が
たた

祟るなんて、
ぜったい

絶対にあり
え

得ない。

ほんの
いっしゅん

瞬間の
さわ

触りだけだったかもしれないが、『
ごんげん

権現
さま

様』の
おも

思いに
ふ

触れた
よう

様な
き

気がし

た
おれ

俺の
こころ

心には、
ちょっかんてき

直感的にその
よう

様な
つよ

強い
おも

思いだけが
のこ

残った。

＊

つぎ

次の
しゅんかん

瞬間、
おれ

俺の
し か い

視界には
いちめん

一面を
はくしょく

白色のモノトーンに
ぬ

塗り
かた

固めた
てんじょう

天井と
かべ

壁が
うつ

映ってい

た。
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「ここは……」
じ ぶ ん

自分でも
おどろ

驚く
ほど

程しわがれて
かす

掠れた
こえ

声を
かろ

辛うじて
は

吐き
だ

出した
とき

時、
いっしゅん

一瞬
おく

遅れて
かたわ

傍らから
せいけつ

清潔
かん

感のあるナースキャップを
かぶ

被った
じょせい

女性が
のぞ

覗き
こ

込んで
き

来た。

その
よ う す

様子を見て、
おれ

俺は『
いま

今
びょういん

病院にいるんだ……』と
さと

悟った。
き

聞く
ところ

所によると、
おれ

俺はその
のち

後、『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』がある
はず

筈の
やま

山の
ふもと

麓の
みちばた

道端に
たお

倒れてい

た
ところ

所を、
ぐうぜん

偶然
ちか

近くを
とお

通りかかった
じ も と

地元の
じゅうみん

住民に
はっけん

発見され、この
びょういん

病院に
はんそう

搬送されたのだ

そうだ。
せ け ん

世間では
おれ

俺が
とつじょ

突如
ゆ く え ふ め い

行方不明になったとしてちょっとした
さわ

騒ぎになっていたのだそうだ

が、その
よくじつ

翌日には
はっけん

発見された
こと

事で、それ
ほど

程
じ た い

事態は
だ い じ

大事にならないうちに
しゅうしゅう

収 拾した。
びょういん

病院には
しょくば

職場の
どうりょう

同僚やら、
ひかくてき

比較的この
びょういん

病院の
ちか

近くに
す

住んでいる
ゆうじん

友人などがわざわざ
み ま

見舞いに
き

来てくれたのだが、
かれ

彼らに『
いったい

一体どうしたんだ？』と
き

聞かれる
たび

度に、
じ ぶ ん

自分があの
とき

時に
たいけん

体験した
こと

事を
すべ

全て
しょうじき

正直に
はな

話して
よ

良いものかどうか
まよ

迷ってしまった。
こじんてき

個人的には、
ぜったい

絶対に『
じ ぶ ん じ し ん

自分自身が
せいしん

精神
てき

的な
いじょう

異常を
き

来たしてしまったのではなくて、
すべ

全て

が
しょうしん

正真
しょうめい

正銘の
じ じ つ

事実に
ま ち が

間違いない』と
かくしん

確信しているのだが、
いっけん

一見あり
え

得そうも
な

無い
ふ か し ぎ

不可思議な
たいけんだん

体験談を
しん

信じてくれるかどうかが、とても
うたが

疑わしかったからだ。

でも、たった
ひ と り

一人だけ、
おれ

俺に
はじ

初めて『
ごんげん

権現
さま

様の
たた

祟り』の
はなし

話を
き

聞かせてくれた
どうりょう

同僚にだ

けは、
じ ぶ ん

自分が
たいけん

体験したありのままを
はな

話して
き

聞かせる
こと

事にした。

その
どうりょう

同僚も
あ っ け

呆気に
と

取られた
よう

様な『まさか！』という
ひょうじょう

表 情を
しじゅう

始終
う

浮かべていたが、
む ご ん

無言で
おれ

俺の
はなし

話に
みみ

耳を
かたむ

傾けていた。

『
じ ぶ ん

自分が
たいけん

体験しなくてはあの
かんかく

感覚は
ぜったい

絶対に
り か い

理解できまい』と、
おれ

俺
じ し ん

自身にも
よ

良く
わ

分かって

いたから、
あ

敢えて
おれ

俺の
たいけんだん

体験談に
たい

対して
どうりょう

同僚に
い け ん

意見を
もと

求めたり、その
はなし

話を
しん

信じてもらおう

と
きょうよう

強要したりはしなかった。

でも、
どうりょう

同僚は
なか

半ば
きつね

狐につままれた
よう

様な
ひょうじょう

表 情を
う

浮かべながらも、
あ

敢えてそれには
なん

何と

も
こた

応えず、ただ
ひとこと

一言『そうか……』とだけ
かえ

返した。
どうりょう

同僚には
どうりょう

同僚なりに
おも

思う
ところ

所があるのだろうが、
おれ

俺もそれに
たい

対して
あ

敢えて
ふか

深く
と

問いか

けたりはしなかった。

『
ごんげん

権現
さま

様』については、
ほんとう

本当に
こころ

心の
ゆる

許せる、この
はなし

話に
しんけん

真剣に
みみ

耳を
かたむ

傾けてくれる
ひと

人に
たい

対してでなければ、
あま

余り
おお

大っぴらにするべきではない……と
おも

思ったからだ。

それから
ふ つ か

二日して
びょういん

病院からも
ぶ じ

無事
たいいん

退院し、
おれ

俺は
ふたた

再び
しょくば

職場に
ふ っ き

復帰した。
くわ

詳しい
じじょう

事情は
し

知らされていない
よう

様だったが、
おれ

俺が
びょういん

病院に
にゅういん

入院していた
こと

事だけは
しゅうち

周知さ

れていたらしく、『
たいへん

大変だったね』『
からだ

体の
ぐ あ い

具合はもういいの？』などと、
すこ

少し
うっとう

鬱陶しく
かん

感じる
くらい

位に
いろいろ

色々な
ひと

人から
き づ か

気遣いの
こ と ば

言葉をかけられた。

また、
おれ

俺の
ゆ く え ふ め い

行方不明について
そうさく

捜索
ねが

願いが
で

出ていたと
い

言う
じじょう

事情もあって、
じ も と

地元の
けいさつしょ

警察署に
しゅっとう

出頭して
かんたん

簡単な
じじょう

事情
ちょうしゅ

聴取も
う

受けた。
けいさつ

警察では『
おれ

俺が
なん

何らかの
じ け ん

事件に
ま

巻き
こ

込まれた
かのうせい

可能性もある』として、
じ け ん

事件と
じ こ

事故の
りょうめん

両面の
かのうせい

可能性を
そうてい

想定した
うえ

上で
そ う さ

捜査を
おこ

行なっていたらしい。
き ほ ん

基本
てき

的には
あま

余り『
ごんげん

権現
さま

様』に
かか

関わる
たいけんだん

体験談をするべきではないという
き も

気持ちに
か

変わりは
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なかったが、
けいさつ

警察の
じじょう

事情
ちょうしゅ

聴取に
たい

対してだけは、
しつもん

質問された
ないよう

内容に
そ

沿って
たいけん

体験した
しんじつ

真実を

ありのままに
こた

答えた。
たんとう

担当の
けいさつかん

警察官も、『
ごんげん

権現
さま

様』に
かんれん

関連する
はなし

話のくだりでは
しょうしょう

少 々
くび

首を
ひね

捻っていたが、と

もかく
おれ

俺の
ゆ く え ふ め い

行方不明の
けん

件については、
いちおう

一応『
じ こ

事故』という
あつか

扱いで
けっちゃく

決着した
よう

様だった。

それから
またた

瞬く
ま

間に
いっしゅうかん

一週間が
す

過ぎ、
にしゅうかん

二週間が
す

過ぎ、もうすぐ
つき

月が
か

変わろうとしていたと

ある
しゅうまつ

週末の
ひ

日に、
おれ

俺は
ふたた

再びあの『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』を
おとず

訪れた。

そこには、この
まえ

前
ま

目の
あ

当たりにしたままの、
なか

半ば
く

朽ちかけて
たん

単なる
ちり

塵の
かたまり

塊 に
かえ

帰るのを
ま

待つばかりのみすぼらしい
やしろ

社がひっそりと
た

立ち
すく

竦んでいた。
おれ

俺は
なか

半ば『
ごんげん

権現
さま

様と
いったい

一体
か

化したあの
とき

時の
かんかく

感覚』を
ふたた

再び
たいかん

体感
で き

出来るかもと、
ひそ

密かに
き た い

期待

しつつ
やしろ

社の
まえ

前に
ひざ

膝を
お

折って
しず

静かに
て

手を
あ

合わせたが、あの
とき

時の
よう

様に『
ごんげん

権現
さま

様』は
あゆ

歩み
よ

寄っ

て
き

来てはくれなかった。

しかし、きっとこの
やしろ

社に『
ごんげん

権現
さま

様』の
たましい

魂 は
いま

今も
やど

宿り
つづ

続け、この
ふ き ん

付近の
じゅうみん

住民や、こう

して『
ごんげん

権現
さま

様』を
した

慕って
おとず

訪れる
ひと

人が
おだ

穏やかで
やす

安らかな
ひ び

日々を
おく

送れる様に、これまでと
おな

同

じ
よう

様に
ねが

願い
つづ

続けているのだろう。

そして、なぜ『
ごんげん

権現
さま

様』が
おれ

俺をここまで
よ

呼び
よ

寄せたのか、その
り ゆ う

理由も
いま

今では
なん

何となく
わ

分

かる
よう

様な
き

気がする。

きっと、『
ごんげん

権現
さま

様』はこの
やしろ

社が
ほ う ち

放置されたまま
あ

荒れるがままにされて、いつの
ま

間にか

その
そんざい

存在すら
わす

忘れ
さ

去られてしまう
こと

事を
ざんねん

残念に
かん

感じ、かつての様に『
ごんげん

権現
さま

様の
やしろ

社』を
さいけん

再建

する
やく

役を
おれ

俺に
たく

託したのだと
おも

思う。
ごんげん

権現
さま

様の
じったい

実体は
けっ

決して
もくせい

木製の
やしろ

社にある
わけ

訳ではないけれども、この
やしろ

社の
そんざい

存在こそが『
ごんげん

権現
さま

様がここに
そんざい

存在する』
こと

事を
しょうめい

証明するシンボルなのだから、『
ごんげん

権現
さま

様』の
れいけん

霊験に
あやか

肖り

たいと
ねが

願う
ひと

人があれば、ここを
おとず

訪れて『
ごんげん

権現
さま

様』に
がん

願を
か

懸ければよいのだ。

その
ねが

願いが『
ごんげん

権現
さま

様』の
こんぽん

根本に
なが

流れる
ふか

深い
いつく

慈しみの
こころ

心に
はん

反しない
かぎ

限り、きっと『
ごんげん

権現
さま

様』はその
ねが

願いを
かな

叶える
ため

為に
さいだいげん

最大限の
じょりょく

助力を
あた

与えてくれるに
ちが

違いない。

それからもう
ひと

一つ、もしかしたら『
ごんげん

権現
さま

様』は
ひと

人
こい

恋しかったのかもしれない。
だれ

誰でも
よ

良いから、
ときどき

時々は
ひと

人と
はなし

話をしたり、
ふ

触れ
あ

合ったりしたいと
かんが

考えたのかもしれな

い。

これは
たん

単なる
そうぞう

想像でしかないけれども、『
ごんげん

権現
さま

様』は
せいぜん

生前も、そしてこの
やしろ

社に
やど

宿って

『
ごんげん

権現さん』と
よ

呼ばれる
よう

様になってからも、
ときおり

時折
ひと

人の
て

手によってとても
ひど

酷い
め

目にあって
き

来

た。

そして
いま

今も、かつての『
ごんげん

権現
さま

様』による
かげ

陰からの
し ゅ ご

守護の
ちから

力による
あんねい

安寧な
ひ び

日々を
わす

忘れ

て、いつの
ま

間にかこうして
やま

山の
なか

中に
わす

忘れ
さ

去られてしまっている。

しかし、それと
おな

同じくらい
ひと

人と
ふ

触れ
あ

合う
こと

事で
え

得るものもあり、
じ ぶ ん じ し ん

自分自身が『
ごんげん

権現
さま

様』と

なってからも
なお

尚
せいちょう

成長する
ため

為の
かて

糧を
え

得る
こと

事が
で き

出来た。
たしょう

多少
ひど

酷い
め

目にあったり、
わす

忘れ
さ

去られそうになったとしても、『しょうがないなぁ……』

と
おや

親が
ど う り

道理の
わ

分からない
こ ど も

子供を
み ま も

見守る
しんじょう

心情を
いだ

抱く
こと

事はあっても、それを
うら

恨んだり
たた

祟った

りといった
おも

思いとは
つね

常に
む え ん

無縁だった。
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『
ごんげん

権現
さま

様』は、
よ

世の
なか

中の
ものごと

物事の
ど う り

道理を
ひと

人よりも
ふか

深く
り か い

理解していたし、
なに

何よりも『
ごんげん

権現
さま

様』は、その
くらい

位で
あ っ け

呆気なく
ひと

人に
たい

対する
し ゅ ご

守護を
あきら

諦めてしまう
て い ど

程度の、
あさ

浅い
かんが

考えの
も

持ち
ぬし

主

ではなかった。

それだけ
ひと

人に
たい

対する
あいちゃく

愛着が
ふか

深かったのかもしれない。

そして、
おれ

俺は
えん

縁あって、その『
ごんげん

権現
さま

様』に、
じ ぶ ん

自分の
そんざい

存在を
ひとびと

人々に
し

知らせる
ため

為の
しょうちょう

象 徴で

ある
やしろ

社の
さいけん

再建を
たく

託されたのだ。

どうすればいいのかなんて、
まった

全く
わ

分からなかった。

でも、こうして『
ごんげん

権現
さま

様』に
みちび

導かれてここへ
たど

辿りついたのだから、
ぜ ひ

是非
おれ

俺が『
ごんげん

権現
さま

様』の
い

意を
く

汲み
と

取って
やしろ

社の
さいけん

再建に
じんりょく

尽力するべきだし、そうしなくてはならないと
い

言う
おも

思

いが
つよ

強く
わ

沸き
あ

上がった。
いっこく

一刻も
はや

早く、『
ごんげん

権現
さま

様』に
まあたら

真新しい
やしろ

社に
お

落ち
つ

着いてもらいたい……
おれ

俺の
こころ

心の
なか

中で、
かす

微

かに『
ごんげん

権現
さま

様』が
ほ ほ え

微笑み
かえ

返した
よう

様な
き

気がした。

（了）
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